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船舶事故調査報告書 

 

平成２３年９月８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

 

事故種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 平成２３年２月６日（日） １６時２５分ごろ 

発生場所 福岡県福岡市博多港第３区  

博多港西公園下防波堤灯台から真方位２４４°１,６００ｍ付近 

（概位 北緯３３°３５.８′ 東経１３０°２１.７′） 

事故調査の経過 

 

 

平成２３年２月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

水上オートバイ ブラックパール、０.１トン  

２９０－６０４６８福岡、個人所有 

２.８５ｍ（Lr）×１.０６ｍ×０.４３ｍ、ＦＲＰ 

ガソリン機関、１８０kＷ、平成２０年７月 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ２６歳 

特殊小型船舶操縦士 

免許登録日 平成２０年３月１４日 

  免許証交付日 平成２０年６月２０日 

        （平成２５年３月１６日まで有効） 

死傷者等 軽傷 １人（船長） 

損傷 船首部に破孔（浸水し全損処理） 

事故の経過 

 

 

本船は、船長が同乗者１人を後部座席に乗せ、福岡市伊崎漁港の北

西沖にある防波堤南側の水路を同防波堤の幅約２０ｍの切れ間に向け

て約１５ノットの対地速力で西進中、船長が右後方を向いて同乗者と

会話を始め、前方の見張りを行っていなかったので、同防波堤の切れ

間にある消波ブロック（以下「本件消波ブロック」という。）に向けて

接近していることに気付かずに航行し、平成２３年２月６日１６時２

５分ごろ、本件消波ブロックに衝突した。 

船長及び同乗者は、衝撃により落水し、船長が足と肩に打撲を負っ

た。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西南西、風力２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

その他の事項 船長は、月 1 回程度の遊走経験があり、本件消波ブロックの存在を

知っていたが、本事故時には失念していた。 

 本件消波ブロックは、本事故当時、約１.０～１.５ｍ海面上に出て

いた。 

船長及び同乗者は、ウエットスーツ、ウォータシューズ及び救命胴

衣を着用していた。 
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分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与

気象・海象の関与 

判明した事項の解析

あり 

なし 

なし 

 本船は、伊崎漁港の北西沖にある防波堤南側

の水路を同防波堤の切れ間に向けて西進中、船

長が、右後方を向いて後部座席の同乗者と会話

を始め、前方の見張りを行っていなかったこと

から、本件消波ブロックに向けて接近している

ことに気付かずに航行し、本件消波ブロックに

衝突したものと考えられる。  

原因 本事故は、本船が、伊崎漁港沖の防波堤南側の水路を同防波堤の切

れ間に向けて西進中、船長が、右後方を向いて後部座席の同乗者と会

話を始め、前方の見張りを行っていなかったため、本件消波ブロック

に向けて接近していることに気付かずに航行し、本件消波ブロックに

衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・常時適切な見張りを行うこと。 

 




